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	1. 使用前の準備：窩洞等への適用
	1) 充填部位の窩洞形成の後、フッ化物を含まない予防用軟膏で洗浄、防湿､歯髄保護を行う。
	1) 充填部位の窩洞形成の後、フッ化物を含まない予防用軟膏で洗浄、防湿､歯髄保護を行う。
	2) 仮充填を行っている場合は、圧縮空気等を用いて、充填部位から裏装材や充填材などの残留物を完全に除去する。
	2) 仮充填を行っている場合は、圧縮空気等を用いて、充填部位から裏装材や充填材などの残留物を完全に除去する。
	3) 形成した充填部位に唾液等が侵入しないよう、ラバーダム等で保護する。
	3) 形成した充填部位に唾液等が侵入しないよう、ラバーダム等で保護する。
	4) コンポジット層の厚さは破損を避けるため1.5mm以上とする必要がある。
	4) コンポジット層の厚さは破損を避けるため1.5mm以上とする必要がある。
	5) ボンディング材を充填部位に適用する。エッチングならびにボンディングは各手順書に従って使用すること。
	5) ボンディング材を充填部位に適用する。エッチングならびにボンディングは各手順書に従って使用すること。
	1) セラミックス等の歯冠修復物の形成を行う。
	2)  形成部位に唾液等が付着しないよう、ラバーダム等で保護する。
	2)  形成部位に唾液等が付着しないよう、ラバーダム等で保護する。
	3) 歯冠修復物にセラミック処理材や金属接着用プライマーを適用する。
	3) 歯冠修復物にセラミック処理材や金属接着用プライマーを適用する。
	4) ボンディング材を形成部位に適用する。
	1) シリンジから本品を練和板等に適量押し出す。小型シリンジを使用する場合はバレルに小型シリンジを取り付けて押し出す。
	1) シリンジから本品を練和板等に適量押し出す。小型シリンジを使用する場合はバレルに小型シリンジを取り付けて押し出す。
	2) 象牙質部分はスパチュラ等の適切なツールを用いて気泡を避け少量ずつ、デンティン用を適用して形成修復を行う。
	2) 象牙質部分はスパチュラ等の適切なツールを用いて気泡を避け少量ずつ、デンティン用を適用して形成修復を行う。
	3)     エナメル質部分はスパチュラ等の適切なツールを用いてエナメル用を塗布し、形成修復を行う。
	3)     エナメル質部分はスパチュラ等の適切なツールを用いてエナメル用を塗布し、形成修復を行う。
	4) 全ての側面から1～1.5mmの層を20秒間硬化する。各材料の硬化は光硬化で行う。なお、出力は650mW/cm2未満に下げないこと。また、光硬化チップを修復物に出来るだけ近づけること。
	4) 全ての側面から1～1.5mmの層を20秒間硬化する。各材料の硬化は光硬化で行う。なお、出力は650mW/cm2未満に下げないこと。また、光硬化チップを修復物に出来るだけ近づけること。
	5) 硬化後に最終的に形状を修正し、シリコンポイント等で仕上げと研磨を行う。酸素は未硬化の薄層を形成するため、修復が終了して最終的な光硬化を行う前にエアブロックを推奨する。
	5) 硬化後に最終的に形状を修正し、シリコンポイント等で仕上げと研磨を行う。酸素は未硬化の薄層を形成するため、修復が終了して最終的な光硬化を行う前にエアブロックを推奨する。
	6)  LED照射器は350〜500nmスペクトルの光硬化ユニットを使用する。光強度を定期的にチェックすること。
	6)  LED照射器は350〜500nmスペクトルの光硬化ユニットを使用する。光強度を定期的にチェックすること。

